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―――　私たちの力で沼津駅の高架化を実現しよう―――
●沼津駅周辺のまちづくりが着々と進んでいます
　・杉崎町（三ッ目ガード北付近）・沼津駅北口駅前西側街区
　・日吉踏切暫定拡幅
●沼津駅周辺総合整備事業完成までの沼津市負担額
　・それぞれの事業が一体となって連続立体交差は達成できるのです
　・市債は私たちと未来の世代との公平な負担方法です
●鉄道を高架化して自由に通行できる
　・大手町片浜線・添地本田町線・白銀町と双葉町を結ぶ道路
●会の動き
●川勝知事との意見交換会における市民の会の意見
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⃝
沼
津
駅
北
口
駅
前
西
側
の

　
　
　
　
　
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

鉄
道
高
架
化
に
伴
う
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

北
口
駅
前
広
場
と
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
の
間

は
、
道
路
や
建
物
の
配
置
が
変
わ
り
、
駅

前
の
顔
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
鉄
道

高
架
化
後
は
、
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
は
4
車
線

と
な
り
側
道
も
な
く
な
り
ま
す
。

現東海道本線現東海道本線

北
口
駅
前
広
場

北
口
駅
前
広
場

あ
ま
ね
ガ
ー
ド

あ
ま
ね
ガ
ー
ド

J
R
の
業
務
施
設
が
移
転
し
、
駅
前
広

場
西
側
が
工
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
⃝
日
吉
踏
切
の
暫
定
拡
幅

　
　
　
　
　 

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

東
海
道
本
線
日
吉
踏
切
と
御
殿
場
線
高

田
踏
切
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い
道
路
は
、
三

ツ
目
ガ
ー
ド
の
渋
滞
を
避
け
た
抜
け
道
と

し
て
自
動
車
が
流
れ
込
み
、
踏
切
に
よ
る

遮
断
も
あ
っ
て
、
頻
繁
に
渋
滞
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
は
、
歩
行
者
な

ど
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
日
吉
踏

切
を
暫
定
的
に
拡
幅
し
、
歩
道
の
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
は
、
同
様
に
高
田

踏
切
を
暫
定
拡
幅
す
る
予
定
で
す
。

東海道本線　日吉踏切東海道本線　日吉踏切

こ
の
踏
切
は
、
鉄
道
高
架
事
業
に
伴
っ

て
除
却
さ
れ
、
鉄
道
の
下
を
ス
ム
ー
ズ
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
⃝
鉄
道
高
架
に
伴
う

　
　
　
道
路
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
三
ツ
目
ガ
ー
ド
は
南
北
の
幹
線

道
路
で
、
大
量
の
自
動
車
が
集
中
し
、
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
初
期
に
作
ら
れ
た
ガ
ー
ド
は
狭
く
、
天

井
も
低
く
、
か
つ
入
口
は
急
カ
ー
ブ
と
な

っ
て
お
り
、
大
型
の
消
防
車
等
の
通
行
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
中

的
に
雨
水
が
集
ま
る
た
め
、
冠
水
通
行
止

め
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

早
く
か
ら
高
架
化
に
よ
り
諸
問
題
を
解
消

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
こ
の
三
ツ
目
ガ
ー
ド
北
側
の
国
道

４
１
４
号
沿
い
（
杉
崎
町
地
内
）
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
、
平
成
２１
年
度
か
ら
道
路
西
側
の
宅

地
を
鉄
道
高
架
後
の
将
来
の
姿
に
合
わ
せ

て
上
げ
る
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
側
の
宅
地
も
平
成
２２
年
度
か
ら
同

様
に
整
備
さ
れ
、
平
成
２３
年
度
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
、
三
ツ
目
ガ
ー
ド
は
４
車
線
と
な

り
、交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、

騒
音
や
排
気
ガ
ス
等
の
低
減
が
図
ら
れ
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
へ
の
改
善
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

国道４１４号（三ツ目ガード北側）	 道路の国道４１４号（三ツ目ガード北側）	 道路の嵩嵩
かさかさ
上げ約1.7m（４車線）上げ約1.7m（４車線）

税務署前の通り	 	東側区画整理の着工（平成22年度着工予定）税務署前の通り	 	東側区画整理の着工（平成22年度着工予定）
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沼
津
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が

　
　
　
　

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

沼
津
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が

　
　
　
　

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

高架化によってまちづくりが変わります。

⬅⬅

現在の沼津駅北口現在の沼津駅北口E
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高架化を進めることで、まちの中心に大規模な、土地区
画整理事業や関連道路整備事業を行うことができます。

　
市
債
と
は

　
市
債
と
は

　

学
校
、
道
路
、
公
園
な
ど
、
長
い
年
月

使
用
す
る
公
共
施
設
を
建
設
す
る
際
、
そ

の
よ
う
な
施
設
の
費
用
は
、
建
設
し
た
と

き
の
市
民
だ
け
が
す
べ
て
を
負
担
す
る
の

で
は
な
く
、
分
割
払
い
に
し
て
、
建
設
後

に
利
用
す
る
市
民
に
も
負
担
し
て
も
ら
う

た
め
に
市
債
と
し
て
借
入
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
す
る
こ
と
で
公
共
施
設
を
利
用
す

る
人
が
設
備
費
用
を
公
平
に
負
担
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
費
用
の
す
べ
て
を
現
金
一

括
払
い
と
す
る
と
、
市
民
か
ら
の
税
金
等

に
限
り
が
あ
る
中
で
は
、
そ
の
他
の
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
債
の
借
入
れ
に
よ
り
資
金

を
調
達
し
、
そ
れ
を
計
画
的
に
返
済
し
て

い
く
こ
と
で
、
そ
の
年
度
の
建
設
費
用
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
債
の
し
く
み

　
市
債
の
し
く
み

　

1
年
度
ご
と
に
、
償
還
期
間
２０
年
間
で

３
年
据
え
置
き
、
元
利
均
等
払
い
等
の
条

件
で
借
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
指
導
の
も
と
無
制
限
な
借

り
入
れ
が
で
き
な
い
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

沼
津
市
の
財
政
は
健
全
な
財
政

運
営
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

⃝
財
政
力
指
数
と
は

　

財
政
力
指
数
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
力
を
示
す
指
数
で
す
。

　

こ
れ
は
、
平
均
的
な
行
政
運
営
を
行
っ

た
場
合
に
必
要
な
お
金
を
市
税
な
ど
に
よ

る
市
の
標
準
的
な
収
入
で
、
ど
れ
く
ら
い
自

力
で
調
達
で
き
た
か
を
計
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

沼
津
市
に
お
け
る
平
成
２０
年
度
単
年
度

の
財
政
力
指
数
は
1
・
１
３
で
政
令
市
を

除
い
た
県
内
市
平
均
よ
り
も
上
回
っ
て
い

ま
す
。

沼津駅周辺総合整備事業に係る市の負担について（平成２１年度以降）

鉄道高架事業
186億円

鉄道高架関連事業
175億円

沼津駅周辺
土地区画整理事業
119億円

関連道路
整備事業
79億円

東部コンベンション
センター整備事業
36億円

一般会計より

市債分
約216億円

（総事業費約1,546億円の内）

約595億円

市債約216億円に対する利子総額（利率年2.5％）として約66億円

（元利均等払い）

沼津市負担額

20年間
（３年据え置き）

財政力指数（平成20年度）

静岡市 0.929

県内市平均（政令市除く） 1.030

沼津市 1.130

沼津駅周辺総合整備事業完成までの沼津市負担額
それぞれの事業が一体となって始めて連続立体交差の目的は達成できるのです。 （平成21年度以降）

平成２１年度以降の沼津駅周辺総合整備事業の総事業費約１,５４６億円のうち、沼津市の負担額は
約５９５億円で、これは５つの事業の合計金額となります。（図参照）

鉄道高架事業
　�約１８６億円は、県が実施する高架本体や新車両基地・新貨物駅の施設整備等への市の
負担金です。

鉄道高架関連事業

　�約１７５億円は、新車両基地・新貨物駅の用地取得費、これらの周辺に緑地や調整池な
どを整備する移転先周辺整備などの市負担額です。

土地区画整理事業

　約１１９億円は、駅南、駅北の土地区画整理事業にかかる市負担額です。

関連道路整備事業
　約７９億円は、都市計画道路の整備にかかる市負担額です。

東部コンベンションセンター整備事業
　�約３６億円は、キラメッセぬまづの後継となる展示イベント施設、市民ギャラリー、立
体駐車場の整備などにかかる市負担額です。

⃝�沼津市の負担額約５９５億円のうち約379億円は、市民が事業終了までに納める税金などの一部
で、残り約２16億円については市債でまかなわれる予定です。
⃝�市債は一度に借り入れるわけではなく、事業期間中、必要に応じて借り入れし、その借り入
れた年度を単位に時間をかけて分割返済していくものです。
⃝�この返済の条件を年利率２．５％、２０年償還（３年据え置き）、元利均等払いとすると、市債に
対する利子額は約６６億円となります。

駅周辺整備
関連事業費
約19億円
（一般財源より）

H20年度
一般会計
約680億円
（歳出） 駅周辺整備

関連公債費
約14億円

土木費
約120億円
土木費

約120億円
土木費

約120億円

公債費
約80億円
公債費
約80億円
公債費
約80億円

（平成20年度沼津市決算書をモデルに支出を考えました。）
（イメージ図）

⃝��一般会計
　�市が、市税を主な財源として、道路や学校の整備、福祉、
ごみ処理など、私たちの暮らしに直接関係ある様々な事
業を行うための会計です。

仮に、市が負担するすべての事業費と市債の返済、利子を今後20
年間で均等に支出するとしても、毎年の支出は一般会計の土木費
約120億円のうち約19億円、公債費約80億円のうち約14億円となり、
通常の予算の中で無理なくまかなえるものと考えられます。
（平成20年度沼津市一般会計決算額にあてはめた場合）

市債は私たちと未来の世代との公平な負担方法です。事業にかかる費用は、毎年の通常の
予算のなかで無理なく支出できます。

Ｑ
＆
Ｑ
＆
ＡＡ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

Ｑ�

こ
の
「
総
事
業
費
」
と
は
何
で

す
か
。

Ａ�

鉄
道
高
架
事
業
を
中
心
と
し
た

す
べ
て
の
関
連
事
業
に
か
か
る

費
用
の
こ
と
で
す
。

Ｑ�

沼
津
市
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
。

Ａ�

約
５
９
５
億
円
で
、
こ
れ
は
総

事
業
費
の
約
３
分
の
１
程
度
で

す
。
残
り
は
国
や
県
な
ど
が
負

担
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｑ�

ど
の
よ
う
に
支
払
い
を
し
て
い

く
の
で
す
か
。

Ａ�

沼
津
市
は
、
毎
年
度
の
一
般
会

計
予
算
の
中
か
ら
、
事
業
費
の

支
出
や
市
債
の
償
還
を
行
な
い

ま
す
。

Ｑ
市
債
の
償
還
条
件
は
。

Ａ�

事
業
期
間
中
、
そ
の
年
の
事
業

実
施
に
必
要
な
額
を
借
入
れ
し

ま
す
。
償
還
条
件
は
３
年
据
え

置
き
の
２０
年
の
ロ
ー
ン
で
、
利

率
は
年
２
・
５
％
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
元
利
均
等
払
い
な
の

で
、
毎
年
度
決
ま
っ
た
額
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。

Ｑ�

次
の
世
代
に
借
金
を
残
す
の
で

は
な
い
で
す
か
。

Ａ�

現
在
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
先

人
が
残
し
て
く
れ
た
社
会
基
盤

の
う
え
で
便
利
な
生
活
を
し
て

お
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
と

と
も
に
整
備
に
要
し
た
借
入
れ

を
返
済
し
て
い
ま
す
。
次
の
世

代
の
た
め
に
社
会
投
資（
負
担
）

を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

Ｑ�

こ
の
事
業
は「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

で
す
か
。「
人
」
で
す
か
。

Ａ�

施
設
を
作
る
の
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
鉄
道
を
高
架
化
し

て
踏
切
を
な
く
し
、「
人
」
中

心
の
新
し
い
ま
ち
や
道
を
作

り
、
人
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
た
め
の
事
業
で
す
。
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新車両基地用地は、約100％取得し、周辺整備も進められています。

⃝⃝

駅
西
側
に
新
た
な
南
北
道
路
２
本
の
整　

駅
西
側
に
新
た
な
南
北
道
路
２
本
の
整　

　
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
沼
津
駅
の
西
側
で
鉄
道
の
南
北

を
車
で
行
き
来
で
き
る
道
路
は
、
２
箇
所

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
架
後
は
新
た
に

添
地
町
と
高
沢
町
を
結
ぶ
道
路
（
Ⓐ
〜

Ⓑ
）、白
銀
町
と
双
葉
町
を
結
ぶ
道
路（
Ⓒ
）

の
２
本
が
高
架
下
に
開
通
し
ま
す
。

現
在
は
踏
切
も
な
く
行
き
止
ま
り
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
道
路
が
完
成
す
る
と
、
鉄

道
の
南
北
を
行
き
来
す
る
自
動
車
の
流
れ

が
分
散
し
、
他
の
道
路
も
流
れ
も
良
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
・
自
転
車
用
の
通
路
が

他
に
も
複
数
整
備
さ
れ
る
た
め
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
南
北
の
行
き
来
も
一
層
便
利

に
な
り
ま
す
。

⃝⃝��

駅
周
辺
と
片
浜
地
区
を
結
ぶ
新
た
な　

駅
周
辺
と
片
浜
地
区
を
結
ぶ
新
た
な　

東
西
道
路
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
西
道
路
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
高
架
は
、
今
の
鉄
道
敷
地
の
北
寄

り
に
建
設
さ
れ
、
線
路
の
幅
も
ス
リ
ム
に

な
る
た
め
、
高
架
後
は
南
側
に
帯
状
の
土

地
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
高
架
後
は
現
在
の
線
路
が
撤

去
さ
れ
、
そ
の
跡
地
に
沼
津
駅
周
辺
と
片

浜
地
区
を
結
ぶ
２
車
線
の
東
西
道
路
（
大

手
町
片
浜
線
・
Ⓓ
）
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
道
路
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
交

通
の
利
便
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
中
心
市

街
地
か
ら
片
浜
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格

段
に
向
上
す
る
こ
と
な
ど
も
期
待
で
き
ま

す
。

B

A

C

D

B

A

沼津駅へ直進する東西道路（大手町片浜線）・立体交差する南北道路（片浜西沢田線）が予定されています。

　鉄道を高架化して自由に通行できる
　　　新しい道路（南北・東西）ができます。

イーラ
de

小林鋼材
沼津通運

高沢公園

第一小学校

市民体育館

新設道路

リ
コ
ー
通
り

開
北
小
学
校

（
添
地
本
田
町
線
・
２
車
線
）

（
添
地
本
田
町
線
・
２
車
線
）

（
添
地
本
田
町
線
・
２
車
線
）

（
白
銀
町
と
双
葉
町
を
結
ぶ
道
路
）

（
白
銀
町
と
双
葉
町
を
結
ぶ
道
路
）

（
白
銀
町
と
双
葉
町
を
結
ぶ
道
路
）

（
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
・
４
車
線
）

（
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
・
４
車
線
）

（
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
・
４
車
線
）

鉄道高架によってできる新しい道路

イシバシプラザイシバシプラザイシバシプラザ
東部
総合庁舎

鉄道高架

七通線

C B

A

D（大手町片浜線・２車線）（大手町片浜線・２車線）（大手町片浜線・２車線）

現在の新車両基地用地全景現在の新車両基地用地全景

新車両基地用地新車両基地用地

（平成１５年９月撮影）（平成１５年９月撮影）

（大手町片浜線）（大手町片浜線）

駅の西側で新しい
　　まちづくりが進んでいます。

鉄
　道

　高
　架

鉄
　道

　高
　架

至
沼
津
駅

至
沼
津
駅

D
（
片
浜
西
沢
田
線
）

（
片
浜
西
沢
田
線
）

⑶　平成22年（２０10）３月３１日 市民の会広報紙



川
勝
知
事
と
の
意
見
交
換
会
に　
　

　
　

 　

 

お
け
る
市
民
の
会
の
意
見

   

市民の会 会長
後 藤 全 弘

私
た
ち
「
沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す

る
市
民
の
会
」
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
設

立
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
鉄
道
高
架
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備

事
業
の
早
期
実
現
の
た
め
に
、
関
係
機
関

へ
の
陳
情
や
、
市
民
啓
発
活
動
な
ど
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
一
月
二
十
三
日
に
原
の
松

蔭
寺
で
開
催
さ
れ
た
「
沼
津
駅
付
近
鉄
道

高
架
事
業
に
係
る
知
事
と
の
意
見
交
換

会
」
で
は
、
推
進
派
の
代
表
と
し
て
出
席

し
、
川
勝
知
事
に
対
し
て
、
事
業
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
が
、
改
め
て
市
民
の
会

の
代
表
と
し
て
の
意
見
を
こ
の
紙
面
を
借

り
て
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
沼
津
駅
付
近
の
鉄

道
高
架
事
業
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

南
北
交
通
の
分
断
や
、
浸
水
道
路
の
解
消

を
図
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
、
県
、

市
が
共
に
取
り
組
む
東
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
静

岡
県
東
部
地
域
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
事
業
で
あ
り
、

長
い
経
過
の
中
で
民
主
的
に
合
意
形
成
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
一
日
も
早
い
完
成
を

待
ち
望
ん
で
い
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
の
交
通
の
円
滑
化
が
確

保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
伊
豆
半
島
へ
の
幹

線
道
路
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
、

静
岡
県
東
部
地
域
全
体
の
利
益
に
つ
な
が

る
も
の
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

私
が
こ
の
会
の
役
員
と
な
っ
て
か
ら
、

市
長
選
挙
二
回
、
市
議
会
選
挙
一
回
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
推
進
の
意
思

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
事
業
は

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
中

心
市
街
地
は
鉄
道
で
南
北
が
分
断
さ
れ
、

車
両
基
地
、
貨
物
駅
に
よ
る
占
用
が
続
い

て
お
り
、
市
民
生
活
や
都
市
機
能
に
障
害

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
．
会
議
の
開
催

⑴　

総
会

　

期
日　

平
成
２1
年
7
月
13
日
㈪　
　

　

会
場　

ブ
ケ
東
海
沼
津

　

議
案

　
　

①
平
成
20
年
度
事
業
報
告
・
収
支　

　
　

決
算
に
つ
い
て

　
　

②
平
成
21
年
度
事
業
計
画（
案
）・　

　
　
　

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

報
告

　

  �「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」　

　

 

沼
津
市 

沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局

　
　
　
　
　
　

 

局
長　

加
藤 

裕
孝
氏　

記
念
講
演

　

 �「
高
次
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち

づ
く
り
～
東
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
の
概
要
～
」

　

講
師
： 

静
岡
県
建
設
部
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

木
村 

忠
幸
氏

⑵　

全
体
会
議

　

期
日　

平
成
２2
年
2
月
2
日
㈫

　

場
所　

沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　

大
会
議
室　

　

講
演

　
　

①
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業　

　
　
　
　
　

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

　

講
師
：
沼
津
市 

沼
津
駅
周
辺
整
備

　
　
　
　

事
務
局　

局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

加
藤 

裕
孝
氏　

　
　

②
「
沼
津
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整　

　
　

理
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

　

講
師
：�

独
立
行
政
法
人　

都
市
再
生

機
構
東
日
本
支
社　

静
岡
東

部
特
定
再
開
発
事
務
所　
　
　

　
　
　

  

所
長　

磯
田 
悟
氏

　
　

講
演
に
先
立
ち
、
栗
原
市
長
か
ら

「
先
日
の
意
見
交
換
会
で
は
、
県
知

事
か
ら
沼
津
貨
物
駅
は
不
要
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

鉄
道
高
架
も
や
め
る
と
い
う
よ
う
な

誤
解
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市
と

し
ま
し
て
は
、
今
後
も
強
い
意
志
を

も
っ
て
鉄
道
高
架
事
業
の
推
進
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
、ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

⑶　

正
副
会
長
・
常
任
委
員
会
議

　

期
日　

平
成
２1
年
6
月
２9
日
㈪　

　

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

　

議
題　

　
　

�

定
時
会
員
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ

い
て

　
　

①�

平
成
２0
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
に
つ
い
て

　
　

②�

平
成
２1
年
度
事
業
計
画
（
案
）・

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
報
告

　
　

③�

沼
津
駅
周
辺
総
合
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て　

　

報
告
：
顧
問　

衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

倉
田 

雅
年
氏

　

報
告
：�

沼
津
市 

沼
津
駅
周
辺
整
備

事
務
局　

局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

加
藤 

裕
孝
氏

⑷　

正
副
会
長
会
議

　

期
日　

平
成
２1
年
10
月
15
日
㈭

　

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
会
頭
室

　

議
題　

県
知
事
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　

期
日　

平
成
２1
年
11
月
19
日
㈭

　

場
所　

�

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

　

議
題　

県
知
事
へ
の
要
望
に
つ
い
て

⑸　

事
務
局
会
議

　

第
１
回　
　

平
成
21
年
６
月
２３
日
㈫　

　

第
２
回　
　

平
成
21
年
９
月
１８
日
㈮　

第
３
回　
　

平
成
21
年
１１
月
５
日
㈭

　

第
４
回　
　

平
成
22
年
３
月
10
日
㈬

　
二
．
視
察
見
学
会

　

期
日　

平
成
２1
年
8
月
２6
日
㈬

　

内�

容　

沼
津
駅
の
高
架
化
・
周
辺
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
視
察
見
学
会

視
察
先　

キ
ラ
メ
ッ
セ
―
七
通
線

―
杉
崎
町
区
画
整
理
現
場
―
添
地

町
区
画
整
理
現
場
―
新
車
両
基
地

予
定
地
―
新
貨
物
駅
予
定
地
―
キ

ラ
メ
ッ
セ

三
．
広
報
啓
蒙
活
動

　
　

⑴　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
建
設
促
進　

　
　
　

�

期
成
同
盟
会
会
員
市
町
等
を
訪
問

し
、「
か
け
は
し
」
を
配
布

　
　
　

期
日　

平
成
２1
年
4
月
8
日
㈬

　
　

⑵　

広
報
紙
「
か
け
は
し
」
発
行

　
　
　

第
２5
号（
平
成
２２
年
3
月
31
日
発
行
）

　
　
　

8
万
5
千
部
印
刷
・
全
戸
配
布

　

川
勝
知
事
が
高
架
事
業
の

　
　
　
　
　
　
推
進
を
力
強
く
表
明

（
小
野
登
志
子
県
議
）

　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
は
、

県
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

一
日
も
早
い
完
成
が
期
待
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
数
々
の
法
的
手
続
き
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

知
事
は
意
見
交
換
会
の
中
で
「
沼

津
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
を
な
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
鉄
道
高
架
化

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
理
解
を
示
さ

れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
住
民

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
今
一
度
、

鉄
道
高
架
事
業
に
対
す
る
姿
勢
に
つ

い
て
、
明
快
な
お
答
え
を
賜
り
た
く

存
じ
ま
す
。

（
川
勝
知
事
）

　

鉄
道
高
架
事
業
を
始
め
と
し
ま
す

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
は
、
長
い
歴

史
を
経
ま
し
て
、
市
民
合
意
が
形
成

さ
れ
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
、
沼
津
駅
周
辺
の
将
来
像
に
関
わ

る
大
変
重
要
な
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
鉄
道
高
架
事
業
を
始
め

と
す
る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
を
、

推
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
お
い

て
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

点
は
強
く
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

（
静
岡
県
議
会
平
成
22
年
2
月
定
例
会

代
表
質
問
よ
り
〈
要
旨
〉）

意
見
交
換
会
を
終
え
た
際
、
知
事
の
考

え
を
尊
重
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
鉄
道
高
架
事
業
の
事
業
主
体

が
県
で
あ
り
、「
事
業
実
現
を
前
提
と
し

た
貨
物
駅
の
計
画
変
更
で
あ
れ
ば
、
や
む

を
得
な
い
」と
考
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
の
希
望
は
た
だ
一
つ
、
鉄
道
高
架
の

早
期
完
成
で
あ
り
、
川
勝
知
事
に
は
、
早

い
時
期
に
貨
物
駅
問
題
に
適
切
な
判
断
を

お
願
い
し
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。

沼津駅付近鉄道高架事業意見交換会
平成２2年1月２3日㈯

意
見
交
換
会
で
の
主
な
市
民
の
会
の
主
張

⃝�

鉄
道
高
架
事
業
は
、
市
民
だ
け
で
な
く
、

訪
れ
る
人
も
効
果
を
実
感
で
き
る
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
人
が
協
力
し
て
土
地
を

提
供
し
て
き
た
事
業
だ
。

⃝�

国
道
４
１
４
号
は
大
型
観
光
バ
ス
に
と

っ
て
不
便
で
、
旅
行
者
、
来
訪
者
に
と

っ
て
快
適
で
は
な
い
。
鉄
道
高
架
事
業

で
南
北
の
行
き
来
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

⃝�

鉄
道
高
架
事
業
は
、
極
め
て
民
主
的
な

手
続
き
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も

の
。
バ
ブ
ル
期
の
計
画
と
い
う
人
が
い

る
が
、
実
際
は
、
平
成
１５
年
の
金
融
危

機
の
中
で
国
庫
補
助
採
択
さ
れ
た
、
全

国
で
も
優
先
順
位
の
高
い
計
画
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

⃝�

県
東
部
地
域
に
欠
け
て
い
る
の
は
高
次

都
市
機
能
。
こ
れ
を
支
え
る
た
め
の
基

盤
整
備
と
し
て
鉄
道
高
架
事
業
が
必
要
。

⃝�

市
の
発
展
は
、
子
供
た
ち
の
将
来
の
支

え
に
な
る
。
鉄
道
高
架
事
業
の
実
現
で
、

子
供
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
沼
津
を
残
し

て
ほ
し
い
。

⃝�

一
本
松
や
桃
里
の
ま
だ
土
地
を
売
っ
て

い
な
い
地
権
者
の
中
に
は
、
事
業
に
協

力
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
く

る
。全
員
が
反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

平成21年 4 月 1 日

～

平成22年 3 月31日

事 業 年 度

会の動き

沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す
る
市
民
の
会
は

連
続
立
体
交
差
事
業（
鉄
道
高
架
事
業
）の

早
期
実
現
の
た
め
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

第25号 平成22年（２０10）3月31日　⑷


